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■

理
用
計
い
ハ
ー
ド
ル
嘔

ノ　
甘
利
氏
を
巡
る
現
　
さ
れ
た
。
国
の
行
政
処
分
や
契
　
地
一

β隊膨ｒ‐』陽師」ド甲鍛脚静踊

毎
日
新
聞
社
は
次
の
要
領
で
記
者
経
験
の
あ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

△
募
集
職
種
∨
新
聞
記
者
∧
応
募
資
格
∨
取
材

・

編
集
記
者
の
経
験
の
あ
る
方
。
年
齢
は
間
い
ま
せ
ん

が
２
０
１
７
年
４
月
１
日
ま
で
の
入
社
が
条
件
で

す
。
∧
選
考
方
法
Ｖ
書
類
選
考
後
、
通
過
者
に
面
接

日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
毎
日
新
聞
社
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（口
諄
ロ
ミ

ー
ー
Ｆ
日
巴
ユ
ｏ
●

・ｏ
ｏ
」
Ｑ
∽
巴
く
９
Ｓ

か
ら

「
エ
ン
ト
リ
ー
」
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ペ
ー
ジ
で

必
要
事
項
を
登
録
後
、
応
募
に
必
要
な
書
類
を
郵
送

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
案
内
に
し
た
が

っ
て
応
募

手
続
き
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
６
月
３０

日

（木
）
。
当
日
消
印
有
効
で
す
。・

ひ
と
み
失
敗
受
け

責
任
分
担
明
確
化

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
改
善
策

文
部
科
学
省
の
検
証
委

一

員
会
で
常
田
佐
久
理
事
ら

が
報
告
し
た
。
事
故
の
根

本
原
因
に
つ
い
て
、
「
（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
で
科
学
探
査
を
担

う
）
宇
宙
科
学
研
究
所
チ

ー
ム
の
責
任
意
識
不
足
に

加
え
、
企
業
と
の
役
割
分

担
を
あ
い
ま
い
に
し
た
ま

ま
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め

た
こ
と
」
と
分
析
。
衛
星
の

設
計
、
製
造
、
運
用
の
各
段

階
で
、
役
割
を
契
約
書
に

明
記
す
る
よ
う
に
改
め
る

と
い
う
。

【阿
部
周

一
】

試
験
観
測
中
に
破
損
し

た
エ
ッ
ク
ス
線
天
文
衛
星

「ひ
と
み
」
の
運
用
断
念
を

受
け
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は
３‐

日
、
研
究
者
と
企
業
と
の

責
任
分
担
を
明
確
に
す
る

な
ど
、
科
学
探
査
目
的
の

衛
星
開
発
体
制
を
見
直
す

再
発
防
止
策
を
明
ら
か
に

し
た
。

「新
た
な
実
績
を
」

大
西
さ
ん
が
抱
負

２４
日
に
打
ち
上
げ

を
語

っ
た
。
今
回
は
、

ロ

シ
ア
の
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船

の
新
型
機

「ソ

ユ
ー
ズ
Ｍ

Ｓ
」
で
の
初
飛
行
。

Ｉ
Ｓ

Ｓ
で
の
滞
在
は
今
年
１０
月

記者経験者 募集します毎日新聞社【
モ
ス
ク
ワ
真
野
森
作
】

６
月
２４
日
に
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

末
ま
で
の
４
カ
月
間
。

大
西
さ
ん
は

「医
学
分

一
一
一
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